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７
月
の
総
会
以
降
、
制
度
政

策
要
求
の
省
庁
・
政
党
要
請
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
財
務

省
が
加
わ
り
、
今
年
は
農
水
省

に
も
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
各
地
方
退
連
が
県
・
市

町
村
に
対
す
る
要
請
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
取
り
組

み
を
是
非
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
は
現
在
や
や

下
火
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
繰
り
返
す
こ
と
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ま
だ
数
％
と

い
う
状
況
も
あ
り
、
新
た
な
変

異
株
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
世
界

的
な
協
力
で
、
希
望
す
る
人
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

自
民
党
の
総
裁
選
後
に
は
総

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
安
倍
・

菅
の
政
治
は
、
ま
と
も
に
国
会

で
の
議
論
に
答
え
な
い
、
国
民

の
声
を
聞
か
な
い
政
治
は
や
は

り
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
連
合

が
推
薦
す
る
す
べ
て
の
候
補
の

勝
利
を
目
指
し
、
地
方
退
連
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
選
挙

闘
争
を
た
た
か
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

一
昨
日
は
敬
老
の
日
で
し
た
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
国
民
の

29
・
１
％
。
今
後
、
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
む
中
で
、
私
た
ち
の

果
た
す
役
割
を
考
え
て
い
か
ね

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
退
職
者

連
合
が
重
要
な
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
、
次
世
代
継
承
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

11
月
22
日

に
、「
２
０
４

０
年
の
社
会

保
障
の
姿
を

考
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
学
習
会
を
行
い
ま

す
。
講
師
は
上
智
大
学
の
香
取

照
幸
教
授
、
介
護
保
険
設
立
時

の
厚
労
省
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で

し
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
環
境
問
題
の
学
習

会
を
来
年
４
月
に
実
施
し
ま
す
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
つ
い
て
は
、

17
年
に
行
っ
た
産
別
オ
ル
グ
後

の
検
証
と
い
う
意
味
で
、
来
月

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
３
月
ご
ろ
に
、

学
習
会
も
行
う
予
定
で
す
。 

カ
ジ
ノ
開
設
阻
止
に
つ
い
て

は
、
和
歌
山
と
長
崎
で
事
業
予

定
者
の
選
定
を
や
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
誘
致
申
請
手
続

き
が
始
ま
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

来
月
か
再
来
月
に
は
衆
議
院

選
挙
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

9
月
22
日
、
退
職
者
連
合
は
地
方
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
遠
隔
開
催
の
た
め
、各
県
代
表
者
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

新
役
員
の
紹
介
、
人
見
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、「
21
年
度
方
針
の

具
体
化
に
つ
い
て
」「
政
策
制
度
要
求
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
」
な
ど

が
提
起
さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
後
段
で
は
連
合
政
治
セ

ン
タ
ー
の
川
島
千
裕
事
務
局
長
を
お
招
き
し
、「
連
合
の
政
治
活
動
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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厚
労
省
か
ら
は

要
介
護
１
・
２
の

人
を
地
域
支
援

事
業
に
丸
投
げ

す
る
よ
う
な
こ

と
は
検
討
し
て
い
な
い
等
の
回

答
が
あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
冊
の
「
要
求
と
回
答
」

に
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
そ
ち

ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

   

（
長
野
） 

原
田
会
長 

昨
年
の
各
地
方
で
の
自
治
体
へ

の
要
請
行
動
の
と
り
ま
と
め
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

（
回
答
）
昨
年
の
結
果
は
す
で

に
配
布
済
み
。
今
年
の
も
の
は

来
年
５
月
ご
ろ
に
な
る
。 

（
宮
崎
）
中
村
事
務
局
長 

日
本
政
府
の
核
廃
絶
に
対
す
る

態
度
は
許
さ
れ
な
い
。
自
治
体

決
議
を
推
進
し
た
い
。
地
球
温

暖
化
の
取
り
組
み
も
重
要
。
具

体
的
な
取
り
組
み
が
ほ
し
い
。 

（
回
答
）
自
治
体
要
請
で
も
是

非
核
廃
絶
へ
の
取
り
組
み
を
。 

労
働
者
の
生
活
を
守
る
に
は

企
業
内
の
交
渉
だ
け
で
な
く
、

政
策
制
度
の
取
り
組
み
が
極
め

て
重
要
で
す
。
連
合
は
こ
れ
ま

で
も
、
育
児
休
業
法
の
制
定
、

介
護
保
険
制
度
な
ど
多
く
の
制

度
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。 

 

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る 

安
心
社
会
の
実
現
を
！ 

 

連
合
は
、
93
年
大
会
で
「
政

権
交
代
可
能
な
二
大
政
党
的
体

制
を
目
指
す
」
な
ど
の
基
本
理

念
を
決
め
ま
し
た
。こ
れ
は
、
09

年
の
民
主
党
政
権
樹
立
、
昨
年

の
合
流
新
党
結
成
に
実
を
結
ん

で
い
ま
す
。
連
合
が
目
指
す
社

会
像
は
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
で
す
が
、
さ
ら

に
30
周
年
を
機
に
「
持
続
可
能

性
・
包
摂
」
を
ベ
ー
ス
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
し
ま
し
た
。

５
つ
の
安
心
の
架
け
橋
、
と
い

う
形
で
整
理
し
て
い
ま
す
。 

 

合
流
新
党
と
「
共
有
す
る
理
念
」 

 

昨
年
８
月
、
立
憲
民
主
党
と

国
民
民
主
党
の
解
散
合
併
、
綱

領
・
規
約
案
、
代
表
選
挙
な
ど

が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
に

は
代
表
・
党
名
選
挙
が
実
施
さ

れ
、
国
会
議
員
150
名
か
ら
な
る

合
流
新
党
・
立
憲
民
主
党
が
結

党
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
国
民

民
主
の
一
部
の
方
々
は
綱
領
に

賛
同
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

新
党
・
国
民
民
主
党
を
設
立
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
合
流
協
議
と
並
行
し
、

連
合
は
旧
立
憲
・
国
民
と
「
目

指
す
べ
き
理
念
」
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
も
と

も
と
は
昨
年
６
月
に
神
津
会
長

が
枝
野
、
玉
木
両
代
表
に
「
新

し
い
社
会
像
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
行
か
な
い
か
」
と
呼
び

か
け
た
の
が
発
端
で
す
。
そ
の

場
で
両
代
表
と
も
快
諾
さ
れ
、

３
者
で
協
議
の
結
果
、
８
月
末

に
は
「
共
有
す
る
理
念
」
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
に
は
合

流
後
の
新
党
と
、
こ
の
内
容
で

確
認
・
締
結
を
し
て
い
ま
す
。

内
容
的
に
は
、「
命
と
暮
ら
し
を

守
る
生
活
保
障
」「
持
続
可
能
な

社
会
」「
新
し
い
社
会
を
地
方
か

ら
作
り
出
す
」
な
ど
５
つ
の
柱

か
ら
な
っ
て
お
り
、
衆
院
選
に

向
け
て
の
政
策
協
定
に
も
こ
の

中
身
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

衆
院
選
の
基
本
方
針 

 

前
回
参
院
選
の
反
省
を
踏
ま

え
、
候
補
者
の
一
本
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
小
選
挙
区
289
の
う

ち
す
で
に
８
割
が
一
本
化
さ
れ
、

競
合
し
て
い
る
の
は
２
つ
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。
地
方
連
合
会

で
も
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
、
推

薦
決
定
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

連
合
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
れ
ば
、
連
合
組
合
員
の
投

票
率
は
一
般
よ
り
高
く
、
役
員

が
働
き
か
け
る
ほ
ど
上
昇
す
る

こ
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。 

 

11
月
に
は
確
実
に
総
選
挙
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

政
策
制
度
要
求
に
つ
い
て 

早
川
副
事
務
局
長 

 

質
疑
応
答
か
ら 

学習会 

連合の政治活動 
 連合政治センター事務局長 

   川 島 千 裕 さん 

連合の政策理念、直近の政治動

向、衆院選の基本方針について

ご講演いただきました。 

 

9月 9日、人見会長、野田事務局長はＷｅｂ

開催の連合中央執行委員会に出席しました。 

会長は、退職者連合第 25回総会について報

告するとともに、「総会で決定した政策制度要

求について省庁・政党要請を実施し、各地方退

連でも首長要請を展開する。退連は社会保障制

度の充実を求めており、そのためにも総選挙に

力を入れていく。連合推薦候補の必勝をめざし

て現退一致のとりくみを進める」と連帯のあい

さつを行いました。 

人見会長が連合中執であいさつ 

Webであいさつする 

人見会長 

講演する川島事務局長 


